
 若松税理士事務所通信  
令和 8 年 7 月号 No.155 

＜ごあいさつ＞ 

毎年の様に大雨により各地で被害が発生しておりま

すので、梅雨明けまでは注意が必要です。なお、お車

の運転の際は、いつも以上にご注意下さい。 

 

＜所得税の基礎控除等の改正以外について 2＞ 

①マイカー通勤手当の非課税限度額の見直し 

通勤のため自動車等の交通用具を使用する給与所得

者に支給する通勤手当について、次の措置が講じられ

ます（令和 8 年 4 月 1 日以後支給分より適用）。 

●通勤距離が片道 65 ㎞以上の者の１か月当たりの非

課税限度額が次のとおり引き上げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 参 照 ： 財 務 省 「 令 和 ８ 年 度 税 制 改 正 の 大 綱 」 ）  

●一定の要件を満たす駐車場等を利用し、その料金を

負担する給与所得者の１か月当たりの非課税限度額が、

その通勤距離の区分に応じた非課税限度額に１か月当

たりの当該駐車場等の料金相当額（上限 5,000 円）

を加算した金額となります。 

②暗号資産取引に係る課税の見直し 

金融商品取引法等の改正に伴い、次の措置が講じら

れます（金融商品取引法の改正法の施行の日の属する

年の翌年の1月1日以後に行う譲渡等について適用）。 

●分離課税と繰越控除について 

・暗号資産取引業を行う者に対して特定暗号資産（金

融商品取引業者登録簿に登録されている暗号資産等）

を譲渡等した場合には、その譲渡等による譲渡所得等

については分離課税の対象とする。 

・一定の要件の下で、３年間の繰越控除が可能とする。 

●総合課税となる暗号資産の取扱いについて 

・譲渡所得の特別控除（50 万円控除）を適用しない。 

・5 年を超えて保有した資産に係る譲渡所得の金額の

計算上 2 分の 1 とする措置を適用しない。 

・譲渡所得の計算上生じた損失の金額について、他の

総合課税の対象となる所得との損益通算を適用しない。 

③青色申告特別控除の見直し 

●優良な電子帳簿保存等の要件を満たすことで、控除

額が最大 75 万円に引き上げ。 

●e-Tax（電子申告）を利用しない場合（書面申告）

には、55 万円控除は廃止に（10 万円に引き下げ）。 

●売上 1,000 万円超の場合には、簡易簿記による 10

万円控除は対象外に。 

④少額減価償却資産の損金算入制度の見直し 

中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金

算入の特例について、対象となる減価償却資産の取得

価額が 40 万円未満（現行：30 万円未満）に引き上

げ、かつ、対象となる事業者から常時使用する従業員

の数が 400 人を超える事業者（現行：500 人を超え

る事業者）を除外する措置が講じられた上で、その適

用期限が３年延長されます（法人税についても同様）。 

※適用上限の年間 300 万円に達するまでに変更なし 

 

＜７・８月の税金関係＞ 

① ５月決算の確定申告・11 月決算の中間申告 

② 源泉所得税（納特）の納付…７月１0 日まで 

③ 所得税の予定納税の通知…納期限は 7・11 月末日 

④ 固定資産税の納付（第２期分）…7 月末日 

⑤ 個人事業税の納付…8 月末日 

⑥ 個人市県民税の納付（第２期分）…8 月末日 

⑦ 算定基礎届の提出…７月１0 日まで 

⑧ 労働保険の年度更新…７月１0 日まで 

⑨ 社会保険の標準報酬決定通知…８月頃 

 

 
最後までお読みいただきありがとうございます。 

ご質問等ございましたら、 

電話・メール・ＦＡＸにて 

お気軽にご連絡下さい。 

若松大介税理士事務所 

下関市山の田中央町 4-17 

電 話：083-242-1448 

ＦＡＸ：083-242-1449 

E-mail： info@wakamatsu-office.com 

 ＨＰ：www.wakamatsu-office.com 


